
 

2023年4月13日 

東京海上日動火災保険株式会社 

 

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけ変更に伴う取扱いについて 

 

この度の新型コロナウイルス感染症に罹患された皆様および関係者の皆様に心よりお見舞い申

し上げます。 

 

東京海上日動火災保険株式会社（取締役社長 広瀬 伸一、以下「当社」）は、新型コロナウイル

ス感染症が「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（以下「感染症法」）」上

の「五類感染症」に変更された場合の取扱いについて、以下のとおりお知らせいたします。 

 

１．「入院の特別取扱い」について 

（１）「五類感染症」に変更された場合の取扱い 

「五類感染症」に変更された場合、当社は、2020年4月より実施している入院の特別取扱い（以

下「みなし入院」）※1を終了いたします。 

これに伴い、契約始期日に関わらず、2023年5月8日（月）以降に新型コロナウイルス感染症と

診断された方については、約款上の「入院」※2に該当した場合に、入院保険金等のお支払い対象と

なります。 

※1：医師等の管理下において宿泊施設または自宅で療養をされた場合に、「入院」と同等に取り扱うものです。約

款上の「入院」には該当しないものの、社会情勢を踏まえた時限的な措置として実施した経緯にあります。 

※2: 当社約款においては、「医師による治療が必要であり、自宅等での治療が困難なため、病院または診療所に入

院し、常に医師の管理下において治療に専念する」場合に入院保険金等をお支払いする旨定めております。 

 

（２）見直しの背景等 

2023年1月27日（金）の新型コロナウイルス感染症対策本部の決定を受け、政府より、オミクロ

ン株とは大きく病原性が異なる変異株が出現するなどの特段の事情が生じない限り、2023年5月8

日（月）から新型コロナウイルス感染症を感染症法上の「五類感染症」に位置づけるとの方針が

公表されました。 

予定通り「五類感染症」へ位置づけ変更された場合、新型コロナウイルス感染症は季節性イン

フルエンザ等と同様の位置づけとなります。また、感染症法の規定を根拠に講じられている「入

院措置・勧告」等も適用されないこととなります。当社は、こうした点を踏まえ、2023年5月8日

（月）以降に診断された場合について「みなし入院」を終了することとしました。 

 

なお、2023年5月7日（日）以前に新型コロナウイルス感染症と診断され、「みなし入院」の対

象となる方については、2023年5月8日（月）以降も保険金をご請求いただけます。 

また、新型コロナウイルス感染症と診断され、当社約款に定める「入院」に該当する場合は、

2023年5月8日（月）以降も変わらず入院保険金等のお支払い対象となります。 
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＜2023年 1月 1日（日）以降始期契約＞  

「五類感染症」は、保健所等が消毒命令等を

行うことができる感染症に該当しませんの

で、2023年 5月 8日（月）以降に発生した事

故は、保険金のお支払い対象とはなりませ

ん。 

 

＜2022年 12月 31日（土）以前始期契約＞ 

必要かつ有益な消毒を実施したときの消毒

費用等については、保険金のお支払い対象と

なります。 

 

３．早期請求ご協力のお願い 

厚生労働省より、My HER-SYSの療養証明書機能について、2023年5月7日（日）までに保健所へ

の発生届出・入力がなされている場合には同年9月末まで利用可能と発表されています。 

同年10月以降の利用については未定となっていることから、医療機関・保健所の負担軽減に充

分に配慮していく観点より、My HER-SYSの療養証明を利用した早期請求にご協力いただきますよ

うお願い申しあげます。 

 

※本対応のほか、この度の新型コロナウイルス感染症に関連した情報は、当社ホームページ内

（https://www.tokiomarine-nichido.co.jp/company/news/200302_01.html）に掲載しております。 

 

以 上 


